
１　開　会

２　会議録署名委員について

３　議　事

(1) 【議案第2127号】専決（鈴鹿市教育委員会補助金等交付要綱の一部を改正する告示の一部

改正）の承認について (教育総務課)

(2) 【議案第2128号】専決（鈴鹿市地域づくりの推進体制に関する規程の一部改正）の承認に

ついて (教育総務課)

(3) 【議案第2129号】財産の取得について（鈴鹿市学校給食センター厨房機器（真空冷却機・

冷却機能付消毒保管庫）） (教育総務課)

(4) 【議案第2130号】専決（鈴鹿市教育委員会における鈴鹿市会計年度任用職員の給与及び費

用弁償に関する条例施行規則の一部改正）の承認について (学校教育課)

(5) 【議案第2131号】通級による指導の実施等に関する要綱の一部改正について (教育指導課)

(6) 【議案第2132号】専決（鈴鹿市いじめ問題解決支援委員会の委員の委嘱）の承認について

(教育支援課)

(7) 【議案第2133号】専決（鈴鹿市いじめ問題対策連絡協議会の委員の委嘱又は任命）の承認

について (教育支援課)

(8) 【議案第2134号】学校運営協議会委員の任命について (教育支援課)

(9) 【議案第2135号】専決（鈴鹿市立幼稚園園則の一部を改正する規則の一部改正）の承認に

ついて (子ども育成課)

(10)【議案第2136号】専決（鈴鹿市立学校及び幼稚園の公印に関する規則の一部改正）の承認

について (子ども育成課)

(11)【議案第2137号】専決（学校等の設備の使用による個人演説会等の開催のために必要な施

設の設備及び納付すべき費用の額に関する規程の一部改正）の承認につ

いて (子ども育成課)

４　報告事項

(1) 鈴鹿市教育振興基本計画　令和６年度実行計画について (教育総務課)

令和６年４月教育委員会定例会事項書

令和６年４月２３日（火）　午後２時から

教育委員会室　



(2) 令和５年度　鈴鹿市立学校における働き方改革の進捗状況について (学校教育課)

(3) 中学生のピロリ菌検査について (学校教育課)

(4) 社会教育基本計画２０３１について (文化振興課)

(5) 考古博物館　ゴールデンウィーク子ども体験博物館２０２４について (文化財課)

(6) 「鈴鹿市立保育所・幼稚園施設整備に関する基本方針」の策定（改定）について

(子ども政策課・子ども育成課)

５　その他

(1) (教育総務課)令和６年５月教育委員会定例会の開催について



（会議録署名者）

文化振興課長
（柳井谷 光教）

子ども政策課長
（長尾 哲）

参事
（西村 佳代子）

教育次長
（伊川 歩）

参事兼
教育総務課長

（鈴木 明）

参事兼
教育政策課長
（白木 敏弘）

文化財課長
(大窪 隆仁)

子ども育成課長
（中村 康次郎）

学校教育課長
（藤見 忠）

教育指導課長
（上田 由実子）

教育支援課長
（鈴木 康仁）

書記
（木葉 健介）

書記
（久住 孝大）

傍聴席 傍聴席 傍聴席 傍聴席 傍聴席 傍聴席

教育長
（廣田 隆延）

４月教育委員会　定例会席表

（傍聴人：定員は10人）

教育委員

（松嶌 康博）

教育委員
（服部 直美）

教育委員
（笠井 智佳）

教育委員
（下古谷 博司）



    令和６年４月　教育委員会　定例会　　

鈴鹿市教育委員会

議　　　　案

（第２１２７号～第２１３７号）

令和６年４月２３日



議案第２１２７号 

専決の承認について 

鈴鹿市教育委員会補助金等交付要綱の一部を改正する告示の一部改正について、次

のとおり専決したので、これを報告し、その承認を求める。 

令和６年４月２３日提出 

鈴鹿市教育長 廣田 隆延 

専決事項 

（ 別 紙 ） 

提案理由 

  鈴鹿市教育委員会補助金等交付要綱の一部を改正する告示の一部を改正するに

ついて、鈴鹿市教育委員会の教育長への事務委任等に関する規則第３条第１項の規

定により専決したので、同条第２項の規定により、この議案を提出する。 
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鈴鹿市教育委員会補助金等交付要綱の一部を改正する告示の一部を改正する告示 

鈴鹿市教育委員会補助金等交付要綱の一部を改正する告示（令和６年鈴鹿市教育委員

会告示第２号）の一部を次のように改正する。 

 次の表の改正前欄に掲げる規定を同表の改正後欄に掲げる規定に下線で示すように

改正する。 

改 正 後 

別表（第２条関係） 

 
区

分 

補助金等

の名称 
交付目的 交付対象者 交付対象経費 

補助率

又は額 
所管課 

 

 
１ 私学振興

費補助 

学校教育の振

興と充実を図

るため 

私立高等学校及び中等

教育学校を運営する学

校法人、学校法人三重

朝鮮学園及び学校法人

倉橋学園伯人学校イー

エーエス鈴鹿 

教育に係る教材

教具の購入、施

設の整備等教育

環境の向上に資

する事業に要す

る経費 

別に定

める額 

教育総

務課 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

      

 

  
 

 ２

～ 

５ 

略   略   略   略 略 略 
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附 則 

この告示は、令和６年４月１日から施行する。 
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改 正 前 

別表（第２条関係） 

 
区

分 

補助金等

の名称 
交付目的 交付対象者 交付対象経費 

補助率

又は額 
所管課 

 

 
１ 私立高等

学校私学

振興費補

助 

学校教育の振

興と充実を図

るため 

私立高等学校及び中等

教育学校を運営する学

校法人 

教育に係る教材

教具の購入、施

設の整備等生徒

の教育環境の向

上に資する事業

に要する経費 

別に定

める額 

教育総

務課 

 

 ２ 三重朝鮮

学園補助 

幼児教育又は

学校教育の振

興と充実を図

るため 

学校法人三重朝鮮学園 教育に係る教材

教具の購入、施

設の整備等教育

環境の整備に要

する経費 

別に定

める額 

教育総

務課 

 

 ３ 伯人学校

イーエー

エス補助 

幼児教育又は

学校教育の振

興と充実を図

るため 

学校法人倉橋学園伯人

学校イーエーエス鈴鹿 

教育に係る教材

教具の購入、施

設の整備等教育 

環境の整備に要

する経費 

別に定

める額 

教育総

務課 

 

 

 

 

 
 

 ４ 

～

７ 

略   略   略   略 略 略 
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議案第２１２８号 

専決の承認について 

鈴鹿市地域づくりの推進体制に関する規程の一部改正について、次のとおり専決し

たので、これを報告し、その承認を求める。 

 

 

 

 

 

                         令和６年４月２３日提出 

 

                      鈴鹿市教育長 廣田 隆延 

 

 

 

専決事項 

   （ 別 紙 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

  鈴鹿市地域づくりの推進体制に関する規程の一部を改正するについて、鈴鹿市教

育委員会の教育長への事務委任等に関する規則第３条第１項の規定により専決した

ので、同条第２項の規定により、この議案を提出する。 
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鈴鹿市地域づくりの推進体制に関する規程の一部を改正する訓令 

鈴鹿市地域づくりの推進体制に関する規程（平成２８年鈴鹿市訓令、鈴鹿市議会訓

令、鈴鹿市教育委員会訓令、鈴鹿市選挙管理委員会訓令、鈴鹿市監査委員訓令、鈴鹿

市農業委員会訓令、鈴鹿市消防本部訓令、鈴鹿市上下水道局管理規程第２号）の一部

を次のように改正する。 

次の表の改正前欄に掲げる規定を同表の改正後欄に掲げる規定に下線で示すように

改正する。 

改 正 後 改 正 前 

（定義） （定義） 

第２条 この規程において、次の各号に掲げ

る用語の意義は、当該各号に定めるところ

による。 

第２条 この規程において、次の各号に掲げ

る用語の意義は、当該各号に定めるところ

による。 

(１)  略 (１)  略 

(２) 協議会 条例第１条に規定する地域

づくり協議会をいう。 

(２) 地域づくり協議会 条例第１条に規

定する地域づくり協議会をいう。 

（地域づくりコーディネーター） （地域づくりコーディネーター） 

第３条  略 第３条  略 

２ コーディネーターは、次に掲げる者をも

って充てる。 

２ コーディネーターは、地区市民センター

所長及び地域振興部地域協働課総務グルー

プ（神戸担当）をもって充てる。 

(１) 地区市民センター所長  

(２) 地域振興部地域協働課総務グループ

（神戸担当） 

 

(３) 公募コーディネーター  

３ コーディネーターは、協議会ごとに１名

を配置する。 

 

（公募コーディネーター） （支援職員） 

第４条 公募コーディネーターは、次に掲げ

る市の職員（地方教育行政の組織及び運営

第４条 地域づくりを支援するため、本市に

地域づくり支援職員（以下「支援職員」と
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に関する法律（昭和31年法律第162号）第

37条第１項に規定する県費負担教職員を除

く。）の中から任命権者が任命する。 

いう。）を置く。 

(１) 公募コーディネーターとなることを

希望する職員 

 

(２) 鈴鹿市庁内委員会規則（平成９年鈴

鹿市規則第８号）第１条の規定により設

置する鈴鹿市地域づくり推進本部（第４

項において「推進本部」という。）の本

部員及び地域振興部地域協働課長の推薦

を受けた職員 

 

２ 公募コーディネーターの任期は、１年と

する。ただし、再任を妨げない。 

２ 支援職員は、市職員（地方教育行政の組

織及び運営に関する法律（昭和31年法律第

162号）第37条第１項に規定する県費負担

教職員を除く。）の中から任命権者が任命

する。 

３ 公募コーディネーターは、次に掲げるい

ずれかの協議会に配置する。 

３ 支援職員の任期は、１年とする。 

(１) 若松地域づくり協議会  

(２) 郡山まちづくり協議会  

(３) 長太地区まちづくり協議会  

(４) 旭が丘地区まちづくり協議会  

(５) 一ノ宮地域づくり協議会  

(６) 愛宕地域づくり協議会  

(７) 栄地区地域づくり協議会  

(８) 鼓ヶ浦地区まちづくり協議会  

(９) 白子地域づくり協議会  

４ 公募コーディネーターは、推進本部の本

部長の命により、配置された協議会の地区

市民センターの所長と連携の上、前条第１

４ 支援職員は、鈴鹿市庁内委員会規則（平

成９年鈴鹿市規則第８号）第１条の規定に

より設置する鈴鹿市地域づくり推進本部の
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項の調整を図る。 本部長の命により、コーディネーターと協

議の上、次に掲げる事務に係る支援及び助

言を行う。 

 (１) 地域づくり協議会の活動の定着及び

活性化に関すること。 

 (２) 条例第９条の地域計画の策定及び見

直しに関すること。 

（地域づくり支援調整会議） （地域づくり支援調整会議） 

第５条 協議会に対する支援に関する情報交

換、調整及び検討課題の共有と解決を図る

ため、必要に応じて地域づくり支援調整会

議（以下「調整会議」という。）を開催す

る。 

第５条 地域づくり協議会に対する支援に関

する情報交換、調整及び検討課題の共有と

解決を図るため、必要に応じて地域づくり

支援調整会議（以下「調整会議」とい

う。）を開催する。 

２  略 ２  略 

３ 調整会議の構成員は、全地区のコーディ

ネーター及び地域振興部地域協働課の職員

とする。ただし、座長が必要と認める場合

は、その他の職員の出席を求めることがで

きるものとする。 

３ 調整会議の構成員は、全地区のコーディ

ネーター、支援職員及び地域振興部地域協

働課の職員とする。ただし、座長が必要と

認める場合は、その他の職員の出席を求め

ることができるものとする。 

附 則 

この訓令は、令和６年４月１日から施行する。 
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議案第２１２９号 

財産の取得について 

次のとおり財産を取得する。 

令和６年４月２３日提出 

 同日原案承認 

鈴鹿市教育長 廣田 隆延 

１ 財産の内容  鈴鹿市学校給食センター厨房機器（真空冷却機・冷却機能付消

毒保管庫） 

２ 取得予定価格  ７０，４００，０００円 

３ 取得の相手方  津市高茶屋五丁目１番３７号 

タニコー株式会社 三重営業所

所長 伊藤 英貴

４ 取得の目的  鈴鹿市学校給食センターの真空冷却機及び冷却機能付消毒保管

庫を更新し、安全安心な学校給食を安定的に提供するため。 

提案理由 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定に基づき市長から意見

を求められた鈴鹿市学校給食センター厨房機器（真空冷却機・冷却機能付消毒保管

庫）を取得するについて、教育委員会の議決を得るため、この議案を提出する。 
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鈴鹿市学校給食センター厨房機器（真空冷却機・冷却機能付消毒保管庫） 明細 

１ 真空冷却機 

(１) メーカー  三浦工業株式会社 

(２) 型  式  ＣＭ－１５０ＲＫＷ 

(３) 寸  法  幅２，０８０㎜ 奥行１，８９５㎜ 高さ２，４３０㎜ 

(４) 数  量  ２基 

(５) 附属機器  冷水チラー２基、屋外タンクユニット２基 

２ 冷却機能付消毒保管庫 

(１) メーカー タニコー株式会社

(２) 型  式  ＨＥＫ－１２ＳＷ  

(３) 寸  法  幅１，１５０㎜ 奥行２，０９０㎜ 高さ２，３８３㎜ 

(４) 数  量  ３台 
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議案第２１３０号 

専決の承認について 

鈴鹿市教育委員会における鈴鹿市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条

例施行規則の一部改正について次のとおり専決したので、これを報告し、その承認を

求める。 

 

 

 

 

 

                         令和６年４月２３日提出 

                       同日原案承認 

                      鈴鹿市教育長 廣田 隆延 

 

 

 

専決事項 

（ 別 紙 ） 

    

 

 

 

 

 

 

提案理由 

  鈴鹿市教育委員会における鈴鹿市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する

条例施行規則の一部を改正するについて、鈴鹿市教育委員会の教育長への事務委任

等に関する規則第３条第１項の規定により専決したので、同条第２項の規定により、

この議案を提出する。 

11



鈴鹿市教育委員会における鈴鹿市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関す

る条例施行規則の一部を改正する規則 

鈴鹿市教育委員会における鈴鹿市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条

例施行規則（令和３年鈴鹿市教育委員会規則第５号）の一部を次のように改正する。 

 次の表の改正前欄に掲げる規定を同表の改正後欄に掲げる規定に下線で示すように

改正する。 

改 正 後 改 正 前 

（パートタイム会計年度任用職員の報酬の

額） 

（パートタイム会計年度任用職員の報酬の

額） 

第３条 パートタイム会計年度任用職員の報

酬の額は、次の各号に掲げる区分に応じ、当

該各号に定める額とする。 

第３条 パートタイム会計年度任用職員の報

酬の額は、次の各号に掲げる区分に応じ、当

該各号に定める額とする。 

(１) 養護及び支援員 時間額1,020円 (１) 養護及び支援員 時間額985円 

(２)～(６)  略 (２)～(６)  略 

附 則 

この規則は、公布の日から施行し、改正後の第３条第１号の規定は、令和６年４月

１日から適用する。 
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議案第２１３１号 

通級による指導の実施等に関する要綱の一部改正について 

通級による指導の実施等に関する要綱の一部を改正する告示を次のように制定す

る。 

 

 

 

 

 

                         令和６年４月２３日提出 

                       同日原案承認 

                      鈴鹿市教育長 廣田 隆延 

 

 

 

通級による指導の実施等に関する要綱の一部を改正する告示 

   （ 別 紙 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

  通級による指導の実施等に関する要綱の一部を改正するについて、鈴鹿市教育委

員会の教育長への事務委任等に関する規則第１条第２号の規定により、この議案を

提出する。 
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通級による指導の実施等に関する要綱の一部を改正する告示 

通級による指導の実施等に関する要綱（平成２６年鈴鹿市教育委員会告示第６号）

の一部を次のように改正する。 

次の表の改正前欄に掲げる規定を同表の改正後欄に掲げる規定に下線で示すように

改正する。 

改 正 後 改 正 前 

（設置） （設置） 

第３条 鈴鹿市教育委員会（以下「教育委員

会」という。）は、次の表の左欄に掲げる

通級指導教室をそれぞれ同表の右欄に掲げ

る学校に設置する。 

第３条 鈴鹿市教育委員会（以下「教育委員

会」という。）は、次の表の左欄に掲げる

通級指導教室をそれぞれ同表の右欄に掲げ

る学校に設置する。 

 通級指導教

室の種類 
設置校 

  通級指導教

室の種類 
設置校 

 

 言語通級指

導教室 
  略 

  言語通級指

導教室 
  略 

 

 

  

  難聴通級指

導教室 
鈴鹿市立旭が丘小学校 

 

 

発達障害等

通級指導教

室 

鈴鹿市立白子小学校 鈴鹿

市立旭が丘小学校 鈴鹿市

立稲生小学校 鈴鹿市立飯

野小学校 鈴鹿市立神戸小

学校 鈴鹿市立創徳中学校 

 鈴鹿市立白鳥中学校 鈴 

  

発達障害等

通級指導教

室 

鈴鹿市立稲生小学校 鈴

鹿市立飯野小学校 鈴鹿

市立神戸小学校 鈴鹿市

立神戸中学校 鈴鹿市立

創徳中学校 

 

  鹿市立神戸中学校      

  

第１号様式から第７号様式までを次のように改める。
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第１号様式（第４条関係） 

年  月  日 

通級指導申出書 

 

（宛先）鈴鹿市立    学校長 

 

申出者 住所 

(保護者) 名前            

 

 下記のとおり、通級による指導を希望しますので申し出ます。なお、通級にあたり、

交通安全については、責任を持って万全を期します。 

 

記 

 

児童生徒名前
ふ り が な

  生年月日 年 月 日生 

学 年 ・ 組     年    組 男 ・ 女 

通級による指導

を希望する教室 

(希望する教室に✓印) 

□言語 

    通級指導教室 

□発達障害等 

新規・更新の別 新 規  ・  更 新 

保護者の連絡先 
電話番号（自宅） 

電話番号（緊急時） 
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第２号様式（第４条関係） 

鈴  第  号 

年  月  日 

通級指導協議書 

 

（宛先）鈴鹿市立    学校長 

 

鈴鹿市立    学校     

校長         印   

 

 貴校における通級による指導の実施について、下記のとおり協議します。 

記 

児童生徒名前
ふ り が な

  生年月日 年 月 日生 

学 年 ・ 組     年    組 男 ・ 女 

保 護 者 名 前  

住     所  

通級指導教室の

種 別 

(希望する教室に✓印) 

□言語 

    通級指導教室 

□発達障害等 

新規・更新の別 新 規  ・  更 新 

開始希望年月日 年  月  日 

終了希望年月日 年  月  日 

通級による指導

の 頻 度 
週  回（毎週  曜日  限   時   分） 

教育相談実施日      年   月   日 

（添付書類） 

通級指導申出書の写し
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第３号様式（第４条関係） 

鈴  第  号  

年  月  日  

通級指導協議回答書 

  

 （宛先）鈴鹿市立    学校長 

 

鈴鹿市立    学校     

校長         印   

 

   年  月  日付け鈴  第  号で協議のあった件について、下記のとおり

回答します。 

記 

 

児童生徒名前  男・女 

学 年 ・ 組    年    組 

協議事項に係

る 意 見 

（ い ずれ かに ✓ 印 ) 

□次のとおり受入れ可能です。 

 

通級指導教室の

種 別 

(該当する教室に✓印) 

□言語 

    通級指導教室 

□発達障害等 

開 始 年 月 日 年  月  日 

終 了 年 月 日 年  月  日 

 
通 級 に よ る 

指 導 の 頻 度 
週  回（毎週 曜日 限 時 分） 

□次の理由により受入れできません。 

(理由) 
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第４号様式（第４条関係） 

鈴  第  号  

年  月  日  

通級指導通知書 

         様 

鈴鹿市立    学校     

校長         印 

   

年  月  日付けで申出のありました通級による指導については、設置校と

の協議等の結果に基づき、下記のとおり決定しましたので通知します。 

 

記 

 

児童生徒名前  男・女 

決 定 内 容 

（い ずれか に✓ 印 ) 

□次のとおり通級による指導の実施を決定します。 

 

通級指導教室の

種 別 

(該当する教室に✓印) 

□言語 

    通級指導教室 

□発達障害等 

通級による指導

を 行 う 学 校 
鈴鹿市立     学校 

開 始 年 月 日 年  月  日 

終 了 年 月 日 年  月  日 

 

通 級 に よ る 

指 導 の 頻 度 
週  回（毎週 曜日 限 時 分） 

備    考 

１ 期間満了後、引き続き通級による指導

を希望する場合には、更新手続により、

期間を更新することができます。 

２ 通級に際しては、交通安全に十分注意

してください。 

□次の理由により通級による指導の実施を見合わせます。 

(理由) 
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第５号様式（第７条関係） 

鈴  第  号  

年  月  日  

通級指導開始届出書 

 

（宛先）鈴鹿市教育委員会 

 

鈴鹿市立    学校     

校長         印   

 

 下記のとおり、通級による指導を開始しますので届け出ます。 

 

記 

 

１ 通級による指導を開始する児童生徒の状況等 

児童生徒名前  

生 年 月 日   年  月  日生 学 年  

児童生徒住所 〒   -     鈴鹿市 

保 護 者 名 前  

教育相談実施日      年   月   日 

 

２ 通級による指導を行う学校等 

通級による指導 

を 行 う 学 校 
鈴鹿市立     学校 校長名  

通級指導教室の 

種 類 
       通級指導教室 

開 始 年 月 日 年  月  日 

終 了 年 月 日 年  月  日 

交通手段等(自

校通級の場合は

記入不要) 

交 通 手 段   

片道所要時間 約   時間   分 

※往路と復路で交通手段又は所要時間が異なる場合は、その旨が分かるように記載す

ること。 
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曜日 
校時 

時刻 

（例） 

（裏） 

３ 特別の教育課程の編成状況 

   年度  

（１）年間授業時数 

※「教科等の名称」には教科名（国語、社会、算数等）及び領域名（特別活動等）を

記入すること。 

※通級による指導により、教科及び領域の一部又は全部が欠ける場合は、その教科等

の名称を○で囲むこと。 

※「通級」の欄には、通級による指導の教育課程上の位置付け（自立活動等）を記入

すること。 

 

（２）通級による指導を受ける児童生徒の週時程表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※各曜日の校時割は実態に合わせて記入すること。 

   ※通級による指導については、「通」と記入すること。 

 教 科 ・ 領 域 通級 

合計 教科等

の名称 

               

年時数                 

  
月 火 水 木 金 

8:50～ 

9:35 
１ 国語 算数 生活 国語 通 

～ １      

～ ２      

～ ３      

～ ４      

～ ５      

～ ６      

～       

～       
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変更した部分に○印 

変更した部分に○印 

第６号様式（第７条関係） 

鈴  第  号  

年  月  日  

通級指導変更届出書 

 

（宛先）鈴鹿市教育委員会 

 

鈴鹿市立    学校     

校長         印   

 

 下記のとおり、通級による指導の内容等に変更がありましたので届け出ます。 

 

記 

 

１ 通級による指導の内容を変更する児童生徒の状況等 

 児童生徒名前  

 生 年 月 日   年  月  日生 学 年  

 児童生徒住所 〒   -     鈴鹿市 

 保 護 者 名 前  

 教育相談実施日      年   月   日 

 

 

２ 通級による指導を行う学校等 

 通級による指導 

を 行 う 学 校 
鈴鹿市立     学校 校長名  

 通級指導教室の 

種 類 
       通級指導教室 

 開 始 年 月 日 年  月  日 

 終 了 年 月 日 年  月  日 

 交通手段等(自

校通級の場合は

記入不要) 

交 通 手 段   

片道所要時間 約   時間   分 

 

 

※往路と復路で交通手段又は所要時間が異なる場合は、その旨が分かるように記載す

ること。 

※表面、裏面ともに、変更箇所のみの記入ではなく、全ての欄を記入すること。 
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曜日 
校時 

時刻 

（例） 

（裏） 

３ 特別の教育課程の編成状況                     年度  

（１）年間授業時数 

（変更の有無  有 ・ 無 → いずれかに○印） 

※「教科等の名称」には教科名（国語、社会、算数等）及び領域名（道徳、特別活動

等）を記入すること。 

※通級による指導により、教科及び領域の一部又は全部が欠ける場合は、その教科等

の名称を○で囲むこと。 

※「通級」の欄には、通級による指導の教育課程上の位置付け（自立活動等）を記入

すること。 

 

（２）通級による指導を受ける児童生徒の週時程表 

（変更の有無  有 ・ 無 → いずれかに○印） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※各曜日の校時割は実態に合わせて記入すること。 

   ※通級による指導については、「通」と記入すること。 

 教 科 ・ 領 域 通級 

合計 教科等

の名称 

               

年時数                 

  
月 火 水 木 金 

8:50～ 

9:35 
１ 国語 算数 生活 国語 通 

～ １      

～ ２      

～ ３      

～ ４      

～ ５      

～ ６      

～       

～       
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第７号様式（第９条関係） 

鈴  第  号  

年  月  日  

通級指導終了届出書 

 

（宛先）鈴鹿市教育委員会 

 

鈴鹿市立    学校     

校長         印   

 

 下記の児童生徒について、  年 月 日をもって通級による指導を終了しました

ので届け出ます。 

記 

 

児童生徒名前  保護者名前  

生 年 月 日   年 月 日 学 年  

児童生徒住所 〒   -     鈴鹿市 

通級による指導

の 実 施 校 
鈴鹿市立     学校 

通級指導教室の 

種 類 
通級指導教室 

当初設定した 

終 了 年 月 日 
年  月  日 
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附 則 

 この告示は、令和６年５月１日から施行する。 
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議案第２１３２号 

専決の承認について 

鈴鹿市いじめ問題解決支援委員会の委員の委嘱について次のとおり専決したので、

これを報告し、その承認を求める。 

 

 

 

 

 

                         令和６年４月２３日提出 

同日原案承認 

                      鈴鹿市教育長 廣田 隆延 

 

 

 

 

専決事項 

   （ 別 紙 ） 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

  鈴鹿市いじめ問題解決支援委員会の設置等に関する条例第４条第２項の規定に基

づき鈴鹿市いじめ問題解決支援委員会の委員の委嘱を行うについて、鈴鹿市教育委

員会の教育長への事務委任等に関する規則第３条第１項の規定により専決したので、

同条第２項の規定により、この議案を提出する。 
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名前 団体名等 役職 委嘱期間

1 芦葉　甫 三重弁護士会 弁護士
R6.4.1～
R8.3.31

2 大日方　真史 国立大学法人 三重大学 教授
R6.4.1～
R8.3.31

3 田上　清乃 三重弁護士会 弁護士
R6.4.1～
R8.3.31

4 廣岡　雅子 三重県公認心理師会 公認心理師
R6.4.1～
R8.3.31

5 森永　英子 鈴鹿市保護司会 保護司
R6.4.1～
R8.3.31

※５０音順
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議案第２１３３号 

専決の承認について 

鈴鹿市いじめ問題対策連絡協議会の委員の委嘱又は任命について次のとおり専決し

たので、これを報告し、その承認を求める。 

 

 

 

 

 

                         令和６年４月２３日提出 

同日原案承認 

                      鈴鹿市教育長 廣田 隆延 

 

 

 

 

専決事項 

   （ 別 紙 ） 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

  鈴鹿市いじめ問題対策連絡協議会の設置等に関する条例第４条第２項の規定に基

づき鈴鹿市いじめ問題対策連絡協議会の委員の委嘱又は任命を行うについて、鈴鹿

市教育委員会の教育長への事務委任等に関する規則第３条第１項の規定により専決

したので、同条第２項の規定により、この議案を提出する。 
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名前
所属
役職

性別 委嘱期間

1 廣岡
ヒロオカ

　雅子
マサコ

三重県公認心理師会 女性
R6.4.1～
R8.3.31

2 津田
ツダ

　由美子
ユミコ 鈴鹿市幼小中校園長会

鈴鹿市立神戸小学校長
女性

R6.4.1～
R8.3.31

3 水野
ミズノ

　克則
カツノリ

鈴鹿市自治会連合会
桜島町北
自治会長

男性
R6.4.1～
R8.3.31

4 岩﨑
イワサキ

　翔太
ショウタ 鈴鹿市ＰＴＡ連合会

研修部副部長
男性

R6.4.1～
R8.3.31

5 小岸
コギシ

　伸久
ノブヒサ 鈴鹿警察署

生活安全課長
男性

R6.4.1～
R8.3.31

6 藤井
フジイ

　さゆり
民生委員児童委員協議会連合会
主任児童委員部長

女性
R6.4.1～
R8.3.31

7 市川
イチカワ

　春美
ハルミ 人権擁護委員協議会

委員
男性

R6.4.1～
R8.3.31

8 濵
ハマ

本
モト

　浩
ヒロ

暢
ノブ 津地方法務局

人権擁護課長
男性

R6.4.1～
R8.3.31

9 吉田
ヨ シ ダ

　崇
タ カ

秀
ヒ デ 鈴鹿児童相談所

家庭児童支援課長
男性

R6.4.1～
R8.3.31

10 後藤
ゴトウ

　哲
アキラ 鈴鹿市スポーツ少年団

副本部長
男性

R6.4.1～
R8.3.31

11 真昌
マサカイ

　一竜
カズタツ

鈴鹿市放課後子どもプラン
運営委員会
会長

男性
R6.4.1～
R8.3.31

12 森川　克美
モリカワ　カツミ 鈴鹿市青少年育成市民会議

会長
男性

R6.4.1～
R8.3.31

13 髙野　栄子
タカノ　エイコ

鈴鹿市青少年育成町民会議
連絡協議会
鈴峰地区委員

女性
R6.4.1～
R8.3.31

14 坂崎
サカザキ

　真一
シンイチ

鈴鹿市子ども政策部
子ども家庭支援課
課長

男性
R6.4.1～
R8.3.31

15 鈴木
スズキ

　康仁
ヤスヒト

鈴鹿市教育委員会事務局
教育支援課
課長

男性
R6.4.1～
R8.3.31

鈴鹿市いじめ問題対策連絡協議会委員
令和6年4月1日
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議案第２１３４号 

学校運営協議会委員の任命について 

学校運営協議会委員を次のように任命する。 

 

 

 

 

 

                         令和６年４月２３日提出 

同日原案承認 

                      鈴鹿市教育長 廣田 隆延 

 

 

 

 

学校運営協議会委員 

   （ 別 紙 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

  地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４７条の５第２項の規定に基づき学

校運営協議会委員の任命を行うについて、教育委員会の議決を得るため、この議案

を提出する。 
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令和６年度　学校運営協議会委員名簿 （令和６年４月２３日現在）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

学校名
名前

（委員長）
名前

（副委員長）
名前 名前 名前 名前 名前 名前 名前 名前

名前
（校長）

平田野中 佐野　敏彦 伊藤　理恵 篠原　章矩 藤本　尚生 五十嵐　なぎ子 平子　哲子 橋爪　早苗 藤本　英二 宮崎　利香 - 上田　章善

創徳中 池﨑　信夫 出水周二 阪田　八千代 南條　隆 橋本克幸 水野善之 五十嵐　博 齊藤　智子 - - 須藤雅哉

白鳥中 喜多村　芳行 野田　うた子 里見　力 長谷川俊男 山本　勇人 小林　高人 横山　愛子 西村　英 - - 草川　哲郎

神戸中 兼丸　良政 是枝　德義 阿部　雅登 植村　昌美 奥田　こずえ 生駒　明子 北村　武 河北　瑞希 白塚山　隆彦 船戸　弘美 片岡　裕明

大木中 中嶋　範生 藤井　さゆり 樋口　比呂麿 水谷　恵子 杉本　五月 太田　　寛　 山中　泰成 藤田　恭江 小林　綾子 池田　百合 山下　浩一

千代崎中 玉川登美男 吉田　里美 儀賀　吉和 山﨑　俊美 岡﨑　亮 鈴木　裕子 田畑　雄二 梅林久実子 - - 樋口　智己

白子中 宮本　佳宥 矢頭　敏明 水野　克則 橋本　洋司 小林　文雄 岩本　維久子 児玉　なほ子 栗原　直子 樋口　亜梨沙 大岩　宣之 三浦　洋子

鼓ヶ浦中 澤内喜代子 杉野　かおり 髙橋　洋二 谷　暁子 大杉　淳 川下　正一 今井　俊郎 森川　洋行 喜田　正秋 藤本　裕紀子 羽山　哉美

天栄中 城ノ口　典子 宮﨑　一美 杉野　周二 稲垣　宗夫 渥美　親彦 舟橋　智恵子 分部　正仁 嚨　有 湯淺　知香 - 岡村　幸則

鈴峰中 山本　信一 高橋　知子 市川　春美 古川　ひろみ 名村　吉子 辻本　双美 松井　優子 髙野　栄子 杉山　保夫 森下　千裕 磯部　仁

国　府 中島　幸雄 岸　俊子 打田　利治 宮﨑　由美子 伊藤　光春 橋本　研一 平子　哲子 磯田　由佳 宮崎　瑞穂 - 神原　亜矢子

庄　野 加藤　清文 萩　　　享 仲村　浩二 宮崎　利香 山田　紘子 小倉　由華 荻須　庄太郎 片岡　ひとみ 江口　利香 - 岡﨑　智子

加佐登 島田　恒次 岡本　英宏 江藤　久生 江藤　明美 佐藤　美佐 小林　髙人 村上　裕子 尾藤　怜奈 黒田　直也 - 山中　喜宏

牧　田 前川　達次 佐野　寛 中井　奈美 山中　あかり 甲斐　隆幸 前川　智子 上村　さゆり - - - 飯尾　征博

清　和 磯部　和生 山本　展久 三関　一成 五十嵐　なぎ子 宇圓田　有香 田中　康夫 稲垣　忠宏 中川　久美子 杉山　榮一 鎌田　美智子 小倉　整

石薬師 田中　成美 中口　英治 鎌倉　めぐみ 小原　敏久 多田　愛作 岸江　香代子 實義　幹夫 山口　智子 市川　佳奈 桑原　里美 辻井　康博

白　子 三井　真由美 橋田　つかさ 平田　千尋 森井　貴光 山中　晃 喜田　園子 内山　安司 永田　みちよ 茂理　幹人 池口　正一 奧山　充人

鼓ヶ浦 和田　宏史 佐野　隆夫 内田　信也 谷川　かず子 巻　重雄 福井　ひとみ 半田　清香 伊藤　有利恵 - - 池畑　直哉

旭が丘 橋本　洋司 東口　裕子 児玉　なほ子 小川　明彦 兵連　恒夫 中瀬古　光幸 長谷川　尚子 酒井　綾子 岡﨑　恵子 上村　勉 楠田　謙治

桜　島 定金　千佳 栗原　直子 豊田　靖 林　　和枝 稲垣　真吾 渡邉　真由実 駒形　京子 水野　克則 小川　友佳子 - 大井　るみ

愛　宕 大橋　高庸 松村　珠美 佐野　康典 東　謙二 小川　英治 湯本　佳光 石井　聖一郎 鈴木　希 米川　小百合 - 浅井　和代

稲　生 樋口　延枝 小林　文雄 水谷　忍 生川　喜代一 飯野　光治 鈴木　圭子 下村　郁子 村山　昌子 門谷　林訪 鈴木　篤人 長谷川　浩

飯　野 新原　正登志 松田　敬子 大久保　幸徳 別所　公代 古市　博信 春岡　亜由美 富永　千明 畑　　哲子 東　亜希子 - 石井　孝史

明　生 高井　努 杉田　暁博 喜早　寛 前川　靖 門平　宏 長谷川　恵子 尾﨑　明美 佐藤　依里華 石井　奈津美 - 葛西　和巳

河　曲 松林　弘 遠藤　義光 是枝　德義 兼丸　まり子 安村　美保子 松永　裕道 野田　栄一 杉野　理沙 前岨　和 藤澤　幸恵 中野　誉

一ノ宮 林　武繁 船戸　弘美 井上　哲雄 犬塚　一行 坂倉　正登 田中　基子 寺田　隆 三浦　健彰 平良　麻衣 中山　志保 山田　晋司

長　太 加藤　元　 田名瀬　奈穂美　 立松　彦一　 濱田　善則　 藤井　さゆり　 水谷　恵子 森田　貢　 橋本　武己　 阪本　鉄夫　 坂　公子　 市川　善浩

箕　田 杉本　直哉 櫻井　真紀 廣田　雅美 宮崎　正雄 杉本　五月　 杉本　勝實 矢田　和香子 宮崎　哲郎 小林　綾子 一尾　実香 杉野　美佳

若　松 児島　功 中條　一美 原田　吉次 六田　嘉郎 西城　薫 中川　久子 万代　圭子 西城　彰男 儀賀　博實 - 田辺　浩一

玉　垣 城ノ口　和幸 山崎　俊美 吉田　里美 伊藤　正法 山路　伸一 松山　覚 藤田　満珠美 伊藤　賀文 霜山　朱美 河原　早織 岸原　正治

神　戸 橋本　和馬 中西　尚 福井　雅子 加藤　貞子 瀬口　範子 梅本　裕多加 加藤　貴也 金丸　直司 上谷　鉄木真 阪田　美保 津田　由美子

合　川 分部　正仁 宮﨑　奈緒子 國分　昭英 中尾　弘昌 中内　滋 三谷　香 伊藤　京子 渡辺　志保 小坂　和代 丹羽　史人 松浦　洋幸

天　名 宮﨑　孝教 宮﨑　惠美子 渥美　親彦 市川　文明 伊藤　行輝 宮﨑　悦子 吉村　素子 江藤　真治 宮﨑　万理子 宮﨑　聡子 松本　博

栄 渡邊　正博 伊藤　久美子 大谷　江里子 元　明子 田畑　博美 早川　久喜 中野　裕美子 松澤　佳津子 中條　正一 桐生　満 山中　勝

鈴　西 水野　典子 佐藤　章司 福原　隅雄 伊藤　　隆 村山　春樹 筒井　俊行 野田　うた子 濵本　由衣 舘　　哲也 田中　伊世 三浦　靖樹

椿 三浦　照明 荒山　哲次 辻本　芳樹 北條　裕人 早川　待子 中村　ちよみ 高橋　勝美 内山　周二 谷村　尚子 今村　一仁 平子　琢也

深伊沢 市川　春美 杉山　保夫 堤　　　好 松井　優子 石田　喜代子 森田　千峰 近藤　泰典 森川　克美 冨井　大輔 安田　拓生 松岡　智香

庄　内 古市　素朗 野﨑　由夏子 古川　ひろみ 髙見　  もと 萩　恵里香 岡田　久美 川北　幸男 藤林　怜 古川　奈津美 - 樋口　裕康

井田川 磯部　敏男 磯部　剛郎 里見　　力 磯部　俊秀 佐藤　正宏 麻生　洋一郎 遠藤　喜久子 富尾　文哉 石井　智也 匹田　賢樹 東浦　重人

郡　山 前田　研介 大井　立美 佐野　公彦 松葉　純子 前川　まゆみ 川居　章 城ノ口　典子 太田　たえか 森本　友里子 - 松岡　宏樹
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議案第２１３５号 

専決の承認について 

鈴鹿市立幼稚園園則の一部を改正する規則の一部改正について次のとおり専決した

ので、これを報告し、その承認を求める。 

 

 

 

 

 

                         令和６年４月２３日提出 

                       同日原案承認 

                      鈴鹿市教育長 廣田 隆延 

 

 

 

専決事項 

（ 別 紙 ） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

  鈴鹿市立幼稚園園則の一部を改正する規則の一部を改正するについて、鈴鹿市教

育委員会の教育長への事務委任等に関する規則第３条第１項の規定により専決した

ので、同条第２項の規定により、この議案を提出する。 
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鈴鹿市立幼稚園園則の一部を改正する規則の一部を改正する規則 

鈴鹿市立幼稚園園則の一部を改正する規則（令和５年鈴鹿市教育委員会規則第６号）

の一部を次のように改正する。 

次の表の改正前欄に掲げる規定を同表の改正後欄に掲げる規定に下線で示すように

改正する。 

改 正 後 改 正 前 

別表（第３条関係） 別表（第３条関係） 

 
幼稚園 収容定員 

  
幼稚園 収容定員 

 

 
の名称 満３歳

児 

満４歳

児 

満５歳

児 

  
の名称 満３歳

児 

満４歳

児 

満５歳

児 

 

 
鈴鹿市

立神戸

幼稚園 

略 略 略 
  

鈴鹿市

立神戸

幼稚園 

略 略 略 
 

 
    

  
鈴鹿市

立白子

幼稚園 

 35人 70人 
 

 
    

  
鈴鹿市

立稲生

幼稚園 

 35人 70人 
 

 
鈴鹿市

立玉垣

幼稚園 

略 略 略 
  

鈴鹿市

立玉垣

幼稚園 

略 略 略 
 

 
    

  
鈴鹿市

立加佐 

35人  

 
    

  
登幼稚

園 

 
 

 
    

  
鈴鹿市

立栄幼

稚園 

35人 
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略 略 略 略 

  
略 略 略 略 

 

  

附 則 

この規則は、令和６年４月１日から施行する。 
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議案第２１３６号 

専決の承認について 

鈴鹿市立学校及び幼稚園の公印に関する規則の一部改正について次のとおり専決し

たので、これを報告し、その承認を求める。 

 

 

 

 

 

                         令和６年４月２３日提出 

                       同日原案承認 

                      鈴鹿市教育長 廣田 隆延 

 

 

 

専決事項 

（ 別 紙 ） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

  鈴鹿市立学校及び幼稚園の公印に関する規則の一部を改正するについて、鈴鹿市

教育委員会の教育長への事務委任等に関する規則第３条第１項の規定により専決し

たので、同条第２項の規定により、この議案を提出する。 
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鈴鹿市立学校及び幼稚園の公印に関する規則の一部を改正する規則 

鈴鹿市立学校及び幼稚園の公印に関する規則（平成２７年鈴鹿市教育委員会規則第

１１号）の一部を次のように改正する。 

次の表の改正前欄に掲げる規定を同表の改正後欄に掲げる規定に下線で示すよう

に改正する。 

改 正 後 

別表（第４条関係） 

 
公印管

理者 

種

類 
名称 寸法 ひな型 書体 使用区分 

個

数 

 

 
略 略   略 略   略 略   略 略 

 

 
国府幼

稚園長 
略   略 略   略 略   略 略 
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旭が丘

幼稚園

長 

略   略 略   略 略 略 略 

 

 

        

 

 

        

 

 

        

 

 
略 略   略 略   略 略 略 略 

 

 
神戸幼

稚園長 
略   略 略   略 略 略 略 
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備考  略 

附 則 

この規則は、令和６年４月１日から施行する。 
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改 正 前 

別表（第４条関係） 

 公印管

理者 

種

類 
名称 寸法 ひな型 書体 使用区分 

個

数 

 

 略 略   略 略   略 略 略 略  

 国府幼稚

園長 
略   略 略   略 略 略 略 

 

 

加佐登幼

稚園長 

職

印 

鈴鹿市立加佐登

幼稚園長印 
方21 

 

鈴 鹿 市 立 

加 佐 登 幼 

稚 園 長 印 

れい書 公文書用 １ 

 

 

加佐登幼

稚園長 

庁

印 

鈴鹿市立加佐登

幼稚園之印 
方21 

 

鈴 鹿 市 立 

加 佐 登 幼 

稚 園 之 印 

れい書 公文書用 １ 

 

 

加佐登幼

稚園長 

庁

印 

鈴鹿市立加佐登

幼稚園之印 
方45 

 

鈴

鹿

市

立 

加

佐

登

幼 

稚

園

之

印 

てん書 修了証書用 １ 

 

 

加佐登幼

稚園長 

庁

印 

鈴鹿市立加佐登

幼稚園割印 

長径33 

短径14 

鈴
鹿
市
立
加
佐 

登
幼
稚
園
割
印 

てん書 

 

修了証書授

与録用 
１ 
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白子幼

稚園長 

職

印 

鈴鹿市立白子幼

稚園長 
方18 

 

鈴

鹿

市 

立

白

子

幼 

稚

園

長 

れい書 公文書用 １ 

 

 

白子幼

稚園長 

庁

印 

鈴鹿市立白子幼

稚園之印 
方24 

 

鈴

鹿

市

立 

白

子

幼

稚 

園

之

印 

れい書 公文書用 １ 

 

 

白子幼

稚園長 

庁

印 

鈴鹿市立白子幼

稚園 
方44 

 

鈴

鹿

市 
立

白

子 

幼

稚

園 

れい書 修了証書用 １ 

 

 旭が丘

幼稚園

長 

略   略 略   略 略 略 略 

 

 

稲生幼

稚園長 

職

印 

鈴鹿市立稲生幼

稚園長印 
方20 

 

鈴

鹿

市

立 

稲

生

幼

稚 

園

長

印 

てん書 公文書用 １ 

 

 

稲生幼

稚園長 

庁

印 

鈴鹿市立稲生幼

稚園 
方15 

 

鈴

鹿

市 

立

稲

生 

幼

稚

園 

れい書 公文書用 １ 

 

 

稲生幼

稚園長 

庁

印 

鈴鹿市立稲生幼

稚園 
方45 

 

鈴

鹿

市 

立

稲

生 

幼

稚

園 

れい書 修了証書用 １ 

 

 略 略   略 略   略 略 略 略  

 神戸幼

稚園長 
略   略 略   略 略 略 略 
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栄幼稚

園長 

職

印 

鈴鹿市栄幼稚園

長印 
方18 

 

鈴

鹿

市 

栄

幼

稚 

園

長

印 

れい書 公文書用 １ 

 

 

栄幼稚

園長 

庁

印 

鈴鹿市立栄幼稚

園印 
方20 

 

鈴

鹿

市 

立

栄

幼 

稚

園

印 

れい書 公文書用 １ 

 

 

栄幼稚

園長 

庁

印 

鈴鹿市立栄幼稚

園印 
方45 

 

鈴

鹿

市 
立

栄

幼 

稚

園

印 

れい書 修了証書用 １ 

 

備考  略 
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議案第２１３７号 

専決の承認について 

学校等の設備の使用による個人演説会等の開催のために必要な施設の設備及び納付

すべき費用の額に関する規程の一部改正について次のとおり専決したので、これを報

告し、その承認を求める。 

 

 

 

 

 

                         令和６年４月２３日提出 

                       同日原案承認 

                      鈴鹿市教育長 廣田 隆延 

 

 

 

専決事項 

（ 別 紙 ） 

    

 

 

 

 

 

 

提案理由 

  学校等の設備の使用による個人演説会等の開催のために必要な施設の設備及び納

付すべき費用の額に関する規程の一部を改正するについて、鈴鹿市教育委員会の教

育長への事務委任等に関する規則第３条第１項の規定により専決したので、同条第

２項の規定により、この議案を提出する。 
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学校等の設備の使用による個人演説会等の開催のために必要な施設の設備及び 

納付すべき費用の額に関する規程の一部を改正する告示 

学校等の設備の使用による個人演説会等の開催のために必要な施設の設備及び納付

すべき費用の額に関する規程（平成２６年鈴鹿市教育委員会告示第４号）の一部を次

のように改正する。 

 次の表の改正前欄に掲げる規定を同表の改正後欄に掲げる規定に下線で示すように

改正する。 

改 正 後 

別表（第２条関係） 

 

施設の名称 
使用室

の名称 

聴衆席

の面積 

納付すべき費用の額 施設の設備 
 

 
平日 

休日 
照

明 

便

所 

演

壇 

椅

子 

拡

声

機 

弁

士

控

室 

 

 

昼間 夜間 

 

 
略 略 略 略 略 略 略 略 略 略 略 略 

 

 
国府幼稚園 略 略 略 略 略 略 略 略 略 略 略 

 

 
            

 

 
            

 

 
旭が丘幼稚園 略 略 略 略 略 略 略 略 略 略 略 

 

 
            

 

 
略 略 略 略 略 略 略 略 略 略 略 略 

 

 
神戸幼稚園 略 略 略 略 略 略 略 略 略 略 略 

 

 
            

 

 
略 略 略 略 略 略 略 略 略 略 略 略 

 

備考 

  略 

附 則 

この告示は、令和６年４月１日から施行する。 
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改 正 前 

別表（第２条関係） 

 

施設の名称 
使用室

の名称 

聴衆席

の面積 

納付すべき費用の額 施設の設備 
 

 
平日 

休日 
照

明 

便

所 

演

壇 

椅

子 

拡

声

機 

弁

士

控

室 

 

 

昼間 夜間 

 

 
略 略 略 略 略 略 略 略 略 略 略 略 

 

 
国府幼稚園 略 略 略 略 略 略 略 略 略 略 略 

 

 
加佐登幼稚園 遊戯室 100㎡ 9,090円 25,675円 26,992円 有 有 無 有 有 有 

 

 
白子幼稚園 遊戯室 106㎡ 9,090円 25,675円 26,992円 有 有 無 有 有 無 

 

 
旭が丘幼稚園 略 略 略 略 略 略 略 略 略 略 略 

 

 
稲生幼稚園 遊戯室 126㎡ 9,090円 25,675円 26,992円 有 有 無 有 無 無 

 

 
略 略 略 略 略 略 略 略 略 略 略 略 

 

 
神戸幼稚園 略 略 略 略 略 略 略 略 略 略 略 

 

 
栄幼稚園 遊戯室 86㎡ 9,090円 25,675円 26,992円 有 有 有 有 有 無 

 

 
略 略 略 略 略 略 略 略 略 略 略 略 

 

備考 

  略 
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    令和６年４月　教育委員会　定例会　　

報　告　事　項

鈴鹿市教育委員会

令和６年４月２３日



R5 2 R4 R4

80 198 66 300 

45 1513 1416 106.8 

360 362 399 90.7 

R5( 2 ) R4 R4

25.9 25.1 3.1 

23.6 24.0 2.3 

32.9 28.4 15.8 

R5( 2 ) R4 R4

21.96 22.44 0.48

23.33 24.69 1.36

20.18 20.20 0.02
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27.4  27.7  

 
74.5% 75.6% 

 
  

 96.8% 

 
 

 31.7  45.5  
60

 
63.5% 54.6% 

 

2
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中学生ピロリ菌検査実施について 

学校教育課 

１  経緯 

令和４年１１月、鈴鹿市医師会から市内中学生にピロリ菌検査を実施したいとの要望 

があり、医師会を中心に検討委員会が立ち上がる。令和６年３月までに計６回開催され、

本市での実施に向け、市長部局（健康づくり課、地域医療推進課）、教育委員会事務局、 

鈴鹿市医師会が見解を持ち寄り検討が進められた。令和６年３月の検討委員会にて、 

令和６年９月の実施に向け、中学校や薬剤師会の協力を得ること、実施方法、スケジュ 

ール等が確認された。 

２  本市における中学生ピロリ菌検査について 

子どもたちの将来及び次世代の胃がん発症リスクを低減し、他のピロリ菌感染関連疾

病（慢性萎縮性胃炎、胃十二指腸潰瘍など）の早期診断・予防を目的に、市内中学２

年生の内、保護者の同意が得られた希望者にピロリ菌検査を実施する。検査費用は２

次検査まで市が負担する。（除菌等、治療費の助成はなし） 

３ 今後の予定 

時 期 ピロリ菌検査の流れ 関係機関等 

令和６年５月 

令和６年７月 

令和６年８月中旬 

令和６年９月 

令和６年９月中旬 

令和６年１０月 

令和６年１１月 

・中学校長会にて検査実施について説明

・保護者宛通知送付（受検意向確認）

・検査希望者宅へ検査キット送付

・２次検査実施医療機関調査

・１次検査（回収：中学校２回、保健センター１回）

・１次検査結果及び陽性者への２次検査案内送付

・２次検査実施及び検査結果説明（指定医療機関）

市、医師会、 

市教委、中学校 

市、薬剤師会 

市、薬剤師会 

市、医師会 

中学校、薬剤師会 

市、薬剤師会 

市、医師会 
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Administrator
タイプライターテキスト
５

Administrator
タイプライターテキスト

Administrator
タイプライターテキスト



H P X Facebook 

513 0013 224 

T E L 059 374 1994 FAX 059-374-0986

E-mail kokohakubutsukan@city.suzuka.lg.jp URL https:www.city.suzuka.lg.jp/kouko/ 
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